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ＡＩを活用した高齢者のモニタリング電話サービス実証の実施状況に

ついて 

 

　このことについては、「ＡＩを活用した高齢者のモニタリング電話サービス実

証に関する協定（令和７年６月２３日締結）」に基づき、社会福祉法人出雲市社

会福祉協議会の運営する「高齢者あんしん支援センター」が行う高齢者への定期

的な連絡業務において、ネイバークラウドジャパン株式会社が提供するＡＩを

活用した高齢者のモニタリング電話サービス(NAVER CareCall)の実証事業に取

り組んでいます。当該事業の中間評価について下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１　実証事業の概要 

　「高齢者あんしん支援センター」が行う、高齢者への定期的な電話連絡業務（モ

ニタリング）において、ＡＩを活用した高齢者のモニタリング電話サービスの活

用による、業務負担軽減効果等の有用性の実証を行うもの。 
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２　ＡＩ電話利用者（本市内高齢者５８名）及び職員（高齢者あんしん支援セン

ター２５名）の内訳 

 

 

 

３　中間評価における収集情報 

　中間評価においては、８月１日～３１日のＡＩ電話による通話状況の分析と

以下のとおり高齢者あんしん支援センター職員２５名へのアンケート及び利用

者である市内高齢者２０名へのヒアリング結果により実施。 
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４　中間評価の結果概要 

 

 

５　中間評価を踏まえた今後の方向性 

　８月のＡＩによる電話では９割が正常に応答。実証参加者の高齢者において

も、会話のしやすさについて概ねスムーズに会話できており、ヒアリングした高

齢者全てにおいて代替可能との評価であった。 

　高齢者あんしん支援センターへのアンケートにおいても、通話記録のレポー

トについて概ね有用であるとの評価であり、本市においてＡＩ電話の活用につ

いて、介護支援専門員（ケアマネジャー）による適切なフォロー体制を整備した

上で推進・支援していくことで、介護支援専門員の負担軽減につながる可能性は

高い。 

　今後は、市内の居宅介護支援事業所等にも実証の対象を広げ、より多くの場所

やケースでの検証を行いつつ、ＡＩ電話の活用によるモニタリングの質の向上

に努めていくこととする。
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